
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開放された側面が側壁によって閉鎖されているキャビネットボディを備えた配電盤キャ
ビネットであって、１つの側壁

形式のもの
において、
　

　
　

　
　

、
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（１４）の領域において該側壁（１４）と、該側壁から間
隔をおいて位置する垂直な中間壁（２０）との間に、空調装置（２２）である熱交換器を
受容するための中間室が形成されており、該中間室が、中間壁（２０）の入口開口及び出
口開口を介して配電盤キャビネット内室と接続されており、冷却される暖気が中間壁（２
０）の入口開口を介して中間室内に達し、熱交換器を通して案内されて冷却され、次いで
中間壁（２０）の出口開口を介して再び配電盤キャビネット内室に案内される

２列以上の貫通孔（２５）が入口開口として中間壁（２０）の上方領域に設けられてお
り、

出口開口が中間壁（２０）の下方領域に設けられており、
配電盤キャビネットが枠組みを有しており、該枠組みが垂直なフレーム成形体（１０）

と水平な奥行きステー（１１）と幅ステー（１２）とから成っており、
側壁（１４）及び中間壁（２０）が枠組みに固定されており、
空調装置（２２）である熱交換器が、冷却液を通す蛇行状の導管系を有していて、該導

管系の冷却面が中間室に進入しており
熱交換器の導管区分が、冷却される暖気の流れ方向に対して横方向に方向付けられてい

て、互いに隣り合う導管区分が、側壁（１４）に対して垂直な方向に互いにずらされて配



　
ことを特徴とする配電盤キャビネット。

【請求項２】
　

、請求項１記載
の配電盤キャビネット。
【請求項３】
　

、請求項 記載の配電盤キャビ
ネット。
【請求項４】
　

、請求項１から３までのいずれか１
項記載の配電盤キャビネット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、キャビネットボディを備えた配電盤キャビネット（ Schaltschrank）であって
、キャビネットボディの開放されたボディ側が、少なくとも部分的に、単数又は複数の側
壁によって閉鎖可能であり、少なくとも１つの側壁の領域に空調装置（ Klimatisierungse
inrichtung）が配置されており、該空調装置を介して熱がキャビネットボディの内室に対
して排出・供給可能である形式のものに関する。
【０００２】
このような形式の配電盤キャビネットはドイツ連邦共和国特許第４１３５８９４号明細書
に基づいて公知である。この配電盤キャビネットは空調装置として冷却ユニット、ファン
及び熱交換器を有している。冷却ユニットは、垂直な側壁の切欠き内に挿入されたケーシ
ング内に設けられている。既に存在する配電盤キャビネットに後から冷却ユニットを設備
できるようにするためには、相応な側壁を後加工するか又は新たに取り付けることが必要
である。
【０００３】
ドイツ連邦共和国特許第４３１３０２２号明細書に基づいて公知の空調装置は、側壁の外
側に取り付けられている。この場合配電盤キャビネットの内室への空間的な接続部を生ぜ
しめるためには、側壁に相応な貫通孔が設けられる。
【０００４】
ドイツ連邦共和国特許第３７１０５６６号明細書に開示された空調装置は、カバープレー
トとして形成された側壁に装着されている。ドイツ連邦共和国特許第４３１３０２２号明
細書に開示された構成と同様に、この場合にもカバープレートに切欠きを設けることが必
要である。
【０００５】
ゆえに本発明の課題は、冒頭に述べた形式の配電盤キャビネットを改良して、簡単に空調
装置を取り付けることができる配電盤キャビネットを提供することである。
【０００６】
この課題を解決するために本発明の構成では、側壁に対して平行に間隔をおいてキャビネ
ットボディの内室側に、中間壁が配置されており、側壁と中間壁とによって取り囲まれた
中間室内に、空調装置が配置されているようにした。
【０００７】
本発明のように構成された配電盤キャビネットでは、側壁は空調装置の一部になり、これ
によって部材コストを著しく減じることができる。また空調装置が配電盤キャビネットと
一体に構成されていることによって、配電盤キャビネットの外側のジオメトリは変化され
ず、このことには視覚的な利点がある。さらにまたこれによって、配電盤キャビネットの
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置されており、
熱交換器の導管系が、接続部材（２３，２４）を介して、キャビネットボディの外側に

配置された供給ユニットに接続されている

中間壁（２０）の下方領域に設けられた出口開口に、冷却される空気を中間室から吸い
出してキャビネットボディの内室に戻すファン（３２）が設けられている

中間壁（２０）の上方領域に設けられた入口開口に、暖気をキャビネットボディの内室
から吸い出して中間室に吹き込むファンが設けられている １

貫通孔（２５）が、中間壁（２０）において、該中間壁（２０）の中心横方向軸線及び
中心縦方向軸線に対して対称的に分配配置されている



周囲における狭められたスペース状況を考慮することができる。空調装置が側壁に配属さ
れていることによって、熱エネルギは直接側壁を介して面で周囲との間で交換されること
ができる。このことによって冷却装置の良好な効率が得られる。
【０００８】
本発明の有利な構成では、キャビネットボディが枠組みを有しており、該枠組みが垂直な
フレーム成形体と水平な奥行きステーと幅ステーとから成っており、中間壁及び側壁が枠
組みに固定されており、側壁に対して垂直な方向で延びる、中間室の幅が、垂直なフレー
ム成形体又は奥行きステーもしくは幅ステーの幅と同じか又はそれよりも小さい。このよ
うに構成された空調装置は、配電盤キャビネットの内室をほとんど小さくせず、その結果
組込みのための構造スペースは極めてわずかした制限されない。特に、垂直なフレーム成
形体は取付けのための固定箇所としても使用されることができる。
【０００９】
空調装置は例えば熱交換器として形成されていてもよい。この場合中間壁に単数又は複数
の貫通孔が設けられていて、該貫通孔を介して空気が配電盤キャビネット内室から熱交換
器に供給されるようになっており、熱交換器において温度調整された空気が再び単数又は
複数の貫通孔を介して配電盤キャビネット内室に戻されるようになっている。
【００１０】
本発明の別の有利な構成では、熱交換器が、冷却液を通す蛇行状に配置された導管系を有
していて、該導管系が冷却面を、中間壁と側壁とによって形成された中間室内に向けてお
り、導管系が接続部材を介して、キャビネットボディの外側に配置された供給ユニットに
接続されている。蛇行状の導管系において、空気の効果的な冷却を行うことができる。本
発明の有利な構成では、導管系が、流れ方向に対して横方向に配置された導管区分を備え
ており、互いに隣り合う導管区分が、側壁に対して垂直な方向に互いにずらされて配置さ
れている。この簡単な構成によって、流れる空気は導管系において何回も変向され、その
結果空気は導管区分に沿って最適に迂回しながら流れることになる。
【００１１】
本発明のさらに別の構成では、垂直な中間壁がその上方領域に、入口開口として形成され
た貫通孔を備えており、中間壁がその下方領域に、空気を中間室から吸い出してキャビネ
ットボディの内室に戻す単数又は複数のファンを有している。このような構成では、入口
開口を介して空気は再び中間室に供給される。
【００１２】
さらに本発明の有利な構成では、中間壁が２列又は３列以上の貫通孔を有しており、該貫
通孔が、中間壁の平面において延びている中心横方向軸線及び中心縦方向軸線に対して対
称的に、分配配置されている。このように構成されていると、一方では組立てが簡単化さ
れ、かつ他方では、貫通孔が均一に分配配置されていることによって、均一な空気の流れ
及び案内形式を様々なバリエーションにおいて得ることができる。
【００１３】
次に図面を参照しながら本発明の実施例を説明する。
【００１４】
図１には配電盤キャビネットの枠組みの一部が斜視図で示されている。この枠組みは底部
フレームと頂部フレームとを有している。これらのフレームは水平な奥行きステー１１と
幅ステー１２とから成っている。底部フレームと頂部フレームとは垂直なフレーム成形体
１０を用いて結合されている。垂直なフレーム成形体１０並びに奥行きステー１１及び幅
ステー１２には、互いに等しいピッチ間隔をおいて位置する固定受容部１３の列が設けら
れている。
【００１５】
枠組みは、垂直及び水平な側壁１４と少なくとも１つのキャビネットドアとによって覆わ
れることができる。側壁１４は、通常鋼薄板から製造されていて、したがって良好な熱伝
導性を有している。
【００１６】
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図１には図面を見やすくするために１枚の側壁１４しか示されていない。この側壁１４に
対して平行に間隔をおいてかつ配電盤キャビネット内室の側に、中間壁２０が配置されて
いる。中間壁２０はその垂直な縁部２８で、垂直なフレーム成形体１０の固定受容部１３
にねじ結合されることができる（固定ねじ２１）。側壁１４と中間壁２０との間には空気
集合通路が形成されている。この空気集合通路内には、熱交換器として形成された空調装
置が組み込まれており、この空調装置は図示の実施例では蛇行状に案内された液体導管か
ら形成されている。液体導管は２つの管部材を用いて側壁１４を貫いて空気集合通路から
案内されている。そこで液体導管は接続部材２３，２４を介して冷却系に接続されること
ができる。空気集合通路は、中間壁２０に設けられた貫通孔２５を介してキャビネット内
室と空間的に接続されている。貫通孔２５はこの場合水平方向に延びる複数の列に配置さ
れており、そしてこれらの列は異なった水平方向平面に配置されている。図示の実施例で
は、第１の列は中間壁２０の上方の頂部領域に、第２の列は下方の底部領域に、かつ第３
の列は中央領域に配置されている。中間壁２０は有利には対称的に構成されており、この
ようになっていると組立てを簡単化することができる。貫通孔２５は選択的にカバープレ
ート２７を用いて閉鎖することができる。図示の実施例では真ん中の列の貫通孔２５が閉
鎖されている。カバープレート２７を取り付けるために、カバープレート２７にはフック
エレメント２１ａが設けられており、これらのフックエレメント２１ａは貫通孔２５の水
平な下縁部に引っ掛けられることができる。また水平な上縁部の領域においてカバープレ
ート２７は、固定エレメント２１を用いて中間壁２０にねじ結合されることができる。
【００１７】
下方の貫通孔２５にはファン３２が配置されている。これらのファン３２は、固定プレー
ト３１によって貫通孔２５に固定可能なアダプタ３０にねじ結合されている。
【００１８】
ファン３２は空気を空気集合通路から吸い込んで、キャビネット内室内に放出する。同時
に、暖められた空気は配電盤キャビネットの頂部領域から上方の貫通孔２５を通して空気
集合通路に流入する。暖められた空気は空調装置２２のそばを案内されて冷やされる。有
利には水平な導管区分はこの場合長手方向に対して横方向に互いにずらされて配置されて
いる。これによって空気は迂回しながら流れることができ、これによって冷却出力の効果
的な利用が可能になる。冷却された空気は空調装置２２に続いて再びファン３２を介して
キャビネット内室内に戻される。
【００１９】
側壁１４は付加的な熱交換器として働き、この熱交換器として働く側壁１４を介して、周
囲との大面積の熱交換が可能になる。この簡単な手段によって空調装置２２を用いて、高
効率を実現することができる。
【００２０】
本発明は図示の実施例に制限されるものではない。例えば空調装置を貫通孔の中央列と下
方列との間に設けることも可能である。さらに付加的に、別の空調装置２２を組み込むこ
とも可能である。
【００２１】
さらにまた、ファン３２を上方の貫通孔２５に取り付けることも可能であり、この場合フ
ァン３２は空気をキャビネット内室から空気集合通路に吹き込む。
【００２２】
貫通孔２５の配置形式に基づいて、多種多様な流れ形態が可能であり、その結果配電盤キ
ャビネット内室を所望のように温度調整することができる。
【００２３】
配電盤キャビネットが冷たい周囲環境に設置される場合には、本発明による空調系を配電
盤キャビネット内室の加熱のために使用することも可能である。このような場合には熱交
換器として例えば加熱ループ（ Heizschleife）が空気集合通路内に組み込まれる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　配電盤キャビネットの枠組みの一部を示す斜視図である。
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【符号の説明】
１０　フレーム成形体、　１１　奥行きステー、　１２　幅ステー、　１３　固定受容部
、　１４　側壁、　２０　中間壁、　２１　固定ねじ、　２２　空調装置、　２３，２４
　接続部材、　２５　貫通孔、　２７　カバープレート、　２８　縁部、　３０　アダプ
タ、　３１　固定プレート、　３２　ファン

【 図 １ 】
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